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第１ 第６条第１項第１号に規定する法第４条及び第５条の規定に基づく措置の実施に関する方針の 

概要 

 

群馬銀行の金融円滑化に関する基本方針 

 
群馬銀行（頭取 四方 浩）では、「地域社会の発展を常に考え行動すること」を企業理

念の第一に掲げ、地域密着型金融に積極的に取組んでまいりました。 
今般、これまでの取組みを踏まえ、地域金融機関として積極的に金融仲介機能を発揮し

ていくために「金融円滑化に関する基本方針」を策定いたしました。 
私たちは、本方針に基づき、金融円滑化に取組み、地域社会の発展、繁栄への貢献を目

指します。 
 
１．金融円滑化に関する基本方針 

 
（１）新規のお借入やご返済条件変更への対応 

お客さまから新規のお借入れやご返済条件の変更等のご相談・お申込みがあった場合に

は、お客さまの現状や今後の見通し等を正しく把握したうえで、適切に対応するよう努

めます。 
（２）経営相談・経営支援 

お客さまから経営に関するご相談があった場合には、真摯な対応を心がけます。特にお

客さまが経営改善計画を新たに策定される場合や策定済の計画を見直される場合には、

積極的に支援や助言を行います。また、当行が持つ情報機能やネットワーク等を積極的

に活用したコンサルティング機能の発揮に努めます。 
（３）人材育成 

ご融資の審査や経営相談への対応等に関する行員の能力向上のために、研修制度の充実

などに積極的に取組み、お客さまのご要望に的確にお応えできるよう努めます。 
（４）お客さまへの説明 

新規のお借入れやご返済条件の変更等のお申込みがあった場合には、お客さまに適切か

つ詳細な情報の提供と説明を行うよう努めます。また、ご希望に添えない場合には、お

客さまのご理解とご納得をいただけるよう、その根拠を明らかにし、誠意をもって説明

するよう努めます。 
（５）お問い合わせ・ご要望等への対応 

新規のご融資やご返済条件の変更等のご相談、お申込みに関して、お客さまからお問い

合わせ、ご相談、ご要望および苦情のお申出があった場合には、お客さまのご理解とご

納得を得られるよう丁寧な説明に努めます。 
（６）中小企業金融円滑化法（注）への対応 

Ａ．お客さまのご返済条件の変更等を行うにあたり必要な場合には、他の金融機関、

信用保証協会、企業再生支援機構、住宅金融支援機構等の関係機関と緊密な連携

を図ります。 
Ｂ．中小企業金融円滑化法に基づく開示や報告を適切に行うための態勢を整備します。 

(注)「中小企業者等に対する金融円滑化を図るための臨時措置に関する法律」 
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２．金融円滑化管理の体制 

 
（１）取締役会 

取締役会は、経営方針に則り、金融円滑化管理に関する基本方針を定め、組織全体に周

知します。また、取締役会は、定期的または必要に応じて、金融円滑化管理に関する報

告を受け、分析・検討のうえ、問題の有無を確認するとともに、金融円滑化管理体制の

改善を図るための重要な対応策を決議します。 
 
（２）常務会 

頭取は、常務会において協議のうえ、適切な金融円滑化管理を行うための組織体制を整

備します。また、頭取は、常務会において金融円滑化管理状況の報告を受け、必要な意

思決定を行うなど、把握した情報を業務の執行および管理体制の整備等に活用します。 
 
（３）金融円滑化統括責任者 

Ａ．審査部主管役員が金融円滑化管理全般の担当取締役として、金融円滑化統括責任

者となります。 
Ｂ．金融円滑化統括責任者は、金融円滑化に関する施策の計画と実施状況等について、

各業務部門からの報告等によりモニタリングを行います。また、各種報告やモニタ

リング結果を踏まえて、金融円滑化管理態勢の実効性の検証と改善策の提言等を行

います。 
 
（４）金融円滑化本部責任者 

Ａ．審査部および個人融資部の部長は、金融円滑化本部責任者となり、本部における

金融円滑化管理の責任者となります。 
Ｂ．金融円滑化本部責任者は、金融円滑化統括責任者の補佐、金融円滑化管理に関す

る諸施策の実施状況および改善策の取りまとめ等の役割を担います。 
 
（５）金融円滑化管理担当部 

Ａ．審査部、個人融資部、総合企画部、コンプライアンス部、リスク統括部、人事部、

営業統括部、および法人部を金融円滑化管理担当部とします。 
Ｂ．金融円滑化管理担当部は、所管業務における金融円滑化管理態勢の整備・確立のた

め、諸施策の立案・実施、管理状況の報告・モニタリングの実施、営業店の指導・

支援等の役割を担います。 
 
（６）金融円滑化責任者 

Ａ．営業店（店頭強化店、出張所を除く。以下、同じ。）毎に金融円滑化責任者を置き、

営業店長がその任にあたります。 
Ｂ．金融円滑化責任者は、営業店における金融円滑化管理の責任者として、お客さまか

らの相談の統括や各種報告の確認、本部指示事項の徹底、行員の指導・教育等の役

割を担います。 
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（７）金融円滑化担当者 

Ａ．金融円滑化担当者は、営業店毎に、金融円滑化責任者が、副部店長、次長、支店長

代理から任命します。 
Ｂ．金融円滑化担当者は、営業店における金融円滑化管理の担当者として、金融円滑化

に関するお客さまからの相談をお受けするとともに、部下行員の指導等を行います。 
 
 

３．金融円滑化に関する報告の体制 

 

（１）本部における報告体制 

Ａ．審査部は、各金融円滑化管理担当部が立案した所管業務に係る金融円滑化に関する

施策の計画および実施状況等について取りまとめ、計画については年度毎に、実施

状況等については四半期毎に金融円滑化統括責任者に報告のうえ、常務会および取

締役会に報告します。 
Ｂ．各金融円滑化管理担当部は、所管業務に係る金融円滑化に関する重要事項について、

随時金融円滑化統括責任者に報告のうえ、常務会に報告し、必要に応じ取締役会に

報告します。特に経営に重大な影響を与える事項については、速やかに金融円滑化

統括責任者に報告のうえ、常務会および取締役会に報告します。 
Ｃ．中小企業金融円滑化法に基づく報告・開示に関する事項については、審査部および

個人融資部が四半期毎に取りまとめ、金融円滑化統括責任者に報告のうえ、常務会

および取締役会に報告します。 
Ｄ．金融円滑化統括責任者は、金融円滑化管理に関し必要と判断した事項について、金

融円滑化管理担当部に報告を求めます。 
 
（２）営業店における報告体制 

Ａ．金融円滑化責任者は、お客さまからの貸付条件変更の実施状況について審査部およ

び個人融資部に報告を行います。 
Ｂ．金融円滑化に関するお問い合わせ・ご要望および苦情のお申出があった場合には、

行内所定のルールに従って、コンプライアンス部および関連部署へ報告し、適切な

対応を行います。 
 

以 上 
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平成22年3月31日現在

※ローンステーションは

　土曜・日曜も相談受付

　（水曜日・祝日は定休日）

＜群馬銀行の金融円滑化管理体制＞
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第２ 第６条第１項第２号に規定する法第４条及び第５条の規定に基づく措置の状況を適切に把握する

ための体制の概要 

 

借入条件の変更等の申込みへの対応状況を適切に把握するための体制整備の概要 

 
平成 22 年 3 月 31 日現在 

 
１．ご返済条件の変更等のご相談・お申込みの受付体制 
 
【中小企業・個人事業主の皆さまへの取組み】 
（１） 法人・個人事業主様の資金繰り相談窓口の設置 

・ 新規お借入やご返済条件の変更等事業に関する資金繰り全般のご相談に対応する

ための専用窓口を設置しております。 
・ 対象店舗 営業店（出張所、一部店舗を除く） 
・ 相談時間 平日 午前９時から午後３時まで 

 
（２） 「休日相談窓口」の設置（現在は設置しておりません） 

・ 年末および年度末の資金繰り相談に対応するために、「休日相談窓口」を設置いた

しました。今後も状況に応じ、設置を検討してまいります。 
・ 設置日  平成 21 年 12 月 5 日（土）、12 日（土）、19 日（土）、26 日（土） 

平成 22 年 3 月 6 日（土）、13 日（土）、20 日（土）、27 日（土） 
 
（３） 「休日電話相談」の実施（現在は実施しておりません） 

・ 平日に相談窓口を利用できない方や休日相談窓口が近くにない方のご相談に対応

するために、フリーダイヤルによる電話相談を実施いたしました。今後も状況に応

じ、実施を検討してまいります。 
・ 実施期間 平成 21 年 12 月 5 日（土）から平成 22 年 3 月 27 日（土）までの 

毎週土曜日（平成 22 年 1 月 2 日は除く） 
 
【住宅ローンをご利用の皆さまへの取組み】 
（１）「住宅ローンご返済相談窓口」の設置 

・ 当行の住宅ローンや住宅金融支援機構の住宅融資をご利用中のお客さまで、ご返済

条件の見直し等をご希望されている方を対象に相談窓口を設置しております。 
・ 対象店舗  営業店（出張所、一部店舗を除く）およびローンステーション 
・ 相談時間  ○営業店  

           平日 午前 9 時から午後 3 時まで 
          ○ローンステーション 
           平日（水曜日を除く） 午前  9 時から午後 4 時まで 
           土・日曜日      午前 10 時から午後 4 時まで 
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（２）住宅ローン返済相談専用電話の設置 
・ 電話番号  ０１２０－２５４－３９０（フリーダイヤル） 
・ 受付時間  平日 午前 9 時から午後 5 時まで 

         （土・日曜日、祝日は受付しておりません。） 
・ 担当部署  個人融資部 個人融資センター 

 
２．営業店における体制 
（１） 上記の相談窓口等でお客さまからご返済条件の変更等の相談・お申込みを受付けた

場合には、各営業店でその内容と対応状況について漏れなく記録するとともに、進

捗状況の管理を開始します。 
（２） 各営業店では、お客さまから相談・申込みを受けた案件に関する記録を審査部、個

人融資部へ送付し、各営業店と本部で情報を共有します。 
（３） 各営業店の「金融円滑化担当者」は、条件変更等の実施状況について毎月集計を行

い、「金融円滑化責任者」の確認を得たうえで、審査部および個人融資部に報告しま

す。 
（４） 「金融円滑化責任者」は、相談・申込みを受付けた案件の進捗状況を管理し、担当

者に適切な指示や指導を行います。 
 
３．本部における体制 
（１） 審査部および個人融資部では、各営業店で記録されたお客さまの相談・申込みの内

容等を確認し、迅速に対応するための適切な指示を営業店に対して行います。 
（２） 審査部および個人融資部では、毎月各営業店から報告される条件変更等の実施状況

を取りまとめ、「金融円滑化統括責任者」に報告します。 
（３） 審査部は、四半期末毎の条件変更等実施状況について、当局報告の様式に則り取り

まとめを行い、金融円滑化統括責任者に報告のうえ、常務会および取締役会に報告

します。 
（４） 金融円滑化統括責任者は、条件変更等の実施状況報告を始めとする各種報告やモニ

タリング結果を踏まえ、金融円滑化管理態勢の検証と改善策の提言等を行います。 
（５） 取締役会では、報告に基づき金融円滑化の体制の有効性を検証し、必要に応じ、改

善を図るための対応策を決定します。 
 

以 上 
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第３ 第６条第１項第３号に規定する法第４条及び第５条の規定に基づく措置に係る苦情相談を適切に

行うための体制の概要 

 
お借入条件の変更等に係る苦情相談を適切に行うための体制の概要 

 

平成 22 年 3 月 31 日現在 
 

１．お客さまからの新規のお借入やお借入条件の変更等に係る苦情相談は、各営業店の窓

口でお伺いしております。また、本部のコンプライアンス部お客様サポート室に専用の

受付電話を設置しております。 
 
【金融円滑化苦情相談受付専用電話】    
 ・相談受付内容  当行の金融円滑化対応に関するご要望および苦情相談 
 ・電 話 番 号  ０２７－２５５－００１９ 
 ・受 付 時 間  平日 午前 9 時から午後 5 時まで 
          （土・日曜日、祝日は受付しておりません。） 
 ・担 当 部 署  コンプライアンス部 お客様サポート室 
 ・開 設 日  平成 22 年 2 月 1 日 
 
２．苦情相談への対応にあたっては、適切かつ十分な説明および情報提供を行い、お客さ

まの理解と納得が得られるよう努めます。 
 
３．各営業店は、お客さまから受付けた苦情相談の内容をお客様サポート室へ報告します。

苦情相談の内容およびお客さまへの説明の状況等について記録し、保存します。 
 
４．お客様サポート室は、金融円滑化に係る苦情相談の発生状況や内容等について取りま

とめを行います。取りまとめた内容については、金融円滑化統括責任者に報告のうえ、

常務会および取締役会に報告する体制となっております。 
 
５．取締役会等は、必要に応じて管理体制の改善等の対応策を決定、指示します。 

 
以 上 
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第４ 第６条第１項第４号に規定する法第４条の規定に基づく措置をとった後において、当該措置に係

る中小企業者の事業についての改善又は再生のための支援を適切に行うための体制の概要 

 
中小企業者の事業についての改善または再生のための支援を適切に行うための体制の概要 

 

平成 22 年 3 月 31 日現在 
 
 群馬銀行は、中小企業者の事業改善または再生支援を適切に行うため、以下のとおり体

制を整備しました。 
 
１．営業店および本部における体制 

（１）きめ細かな経営相談、経営指導、経営改善計画の策定指導等を通じ、各営業店と本

部が一体となって、経営改善・事業再生への取組みを行います。これらの取組みに際

しては、当行の有する情報・ネットワーク・コンサルティング機能等を活用し、積極

的な支援活動を実施します。 
（２）各営業店では、お客さまへの継続的な訪問活動を通じ、財務面のみならず、技術力・

販売力・将来性といった数値では把握できない要因も含めたお客さまの現状や問題点

に対する理解を深め、そのうえでお客さまの特性に合わせた支援活動を行います。 
（３）本部では、「審査部 審査業務室」が経営改善支援の専門部署として、営業店の支援

活動をサポートします。より積極的かつ効果的な支援活動を実施するため、審査業務

室内に「改善サポート班」および「経営支援班」を設置し、お客さまの経営全般の   

ニーズに則した支援体制を整備すると共に、営業店の指導・監督を強化してまいりま

す。 
（４）行内研修やセミナー等を通じ、行員のコンサルティング能力・目利き能力の向上に

努めてまいります。 
 
２．審査部 改善サポート班の役割 

（１）営業店におけるお客さまへの支援活動が適切に実施されるよう、改善サポート班の

担当者が定期的に営業店を訪問し指導・監督を行います。改善サポート班と営業店が

一体となって経営改善への早期着手と着実な実行を支援することで、お客さまの業績

改善と自立的存続をサポートします。 

（２）お客さまの経営改善進捗状況によって、より専門的な改善指導、または外部機関（中

小企業再生支援協議会等）との連携が必要とされるケース等においては、改善サポー

ト班の担当者が直接お客さまと面談させていただき、迅速かつ効果的な対応を行いま

す。 

（３）金融円滑化統括責任者を通じて、経営改善支援への活動状況を取締役会等に報告し

ます。 
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３．審査部 経営支援班の役割 

（１） お取引の規模等に応じて経営支援班の担当先とさせていただくお客さまについては、

経営支援班が中心となって、迅速かつ適切な支援活動を行います。 

（２）お客さまが抱える課題解決のため、経営支援班の担当者が直接お客さまと面談させ

ていただくと共に、経営コンサルタントの活用や外部機関（企業再生支援機構、整理

回収機構、中小企業再生支援協議会等）との連携により、最適な再生手法を検討・活

用し、事業再生に取組んでまいります。 

以 上 
 



第５　法第４条に基づく措置の実施状況

(別表１）貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の額

〔債務者が中小企業者である場合〕

（単位：百万円）

平成２１年
１２月末

平成２２年
３月末

平成２２年
６月末

平成２２年
９月末

平成２２年
１２月末

平成２３年
３月末

平成２３年
６月末

平成２３年
９月末

貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の額 24,576 84,974

14,673 50,804

うち、実行に係る貸付債権の額 6,463 42,410

うち、信用保証協会が条件変更対応保証を
応諾する旨の判断を示した貸付債権の額

0 0

うち、謝絶に係る貸付債権の額 96 430

うち、信用保証協会が条件変更対応保証を
応諾する旨の判断を示した貸付債権の額

0 0

うち、審査中の貸付債権の額 7,689 5,764

うち、取下げに係る貸付債権の額 423 2,198

9,902 34,169

うち、実行に係る貸付債権の額 3,268 26,532

うち、謝絶に係る貸付債権の額 0 173

うち、信用保証協会等が債務の保証を応諾
する旨の判断を示した貸付債権の額

0 0

うち、審査中の貸付債権の額 6,400 5,705

うち、取下げに係る貸付債権の額 233 1,759

うち、信用保証協会等による債務の保証を受けていな
かった貸付債権の額

うち、信用保証協会等による債務の保証を受けていた貸
付債権の額

株式会社　群馬銀行
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第５　法第４条に基づく措置の実施状況

(別表２）貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の数

〔債務者が中小企業者である場合〕

（単位：件）

平成２１年
１２月末

平成２２年
３月末

平成２２年
６月末

平成２２年
９月末

平成２２年
１２月末

平成２３年
３月末

平成２３年
６月末

平成２３年
９月末

貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の数 1,195 4,281

392 1,506

うち、実行に係る貸付債権の数 153 1,194

うち、信用保証協会が条件変更対応保証を
応諾する旨の判断を示した貸付債権の数

0 0

うち、謝絶に係る貸付債権の数 1 15

うち、信用保証協会が条件変更対応保証を
応諾する旨の判断を示した貸付債権の数

0 0

うち、審査中の貸付債権の数 224 236

うち、取下げに係る貸付債権の数 14 61

803 2,775

うち、実行に係る貸付債権の数 316 2,169

うち、謝絶に係る貸付債権の数 0 11

うち、信用保証協会等が債務の保証を応諾
する旨の判断を示した貸付債権の数

0 0

うち、審査中の貸付債権の数 468 438

うち、取下げに係る貸付債権の数 19 157

うち、信用保証協会等による債務の保証を受けていな
かった貸付債権の数

うち、信用保証協会等による債務の保証を受けていた貸
付債権の数

株式会社　群馬銀行
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第５　法第４条に基づく措置の実施状況

（別表３）貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の額

〔債務者が中小企業者であって、当該中小企業者に対し他の金融機関も貸付債権を有する場合〕

（単位：百万円）

平成２１年
１２月末

平成２２年
３月末

平成２２年
６月末

平成２２年
９月末

平成２２年
１２月末

平成２３年
３月末

平成２３年
６月末

平成２３年
９月末

7,363 27,110

うち、実行に係る貸付債権の額 3,554 22,864

0 0

うち、謝絶に係る貸付債権の額 0 300

0 24

うち、審査中の貸付債権の額 3,795 3,618

うち、取下げに係る貸付債権の額 13 327

信用保証協会等による債務の保証を受けていなかった貸
付債権に係る債務者のうち他の金融機関に対しても法の施
行日以後に貸付けの条件の変更等の申込みが行われたこ
とを確認することができた者から、貸付けの条件の変更等の
申込みを受けた貸付債権の額

うち、信用保証協会が条件変更対応保証を応
諾する旨の判断を示した貸付債権の額

株式会社　群馬銀行

うち、他の金融機関により法の施行日以後に
なされた貸付けの条件の変更等の実行を認識
していた場合の貸付債権の額

 12



第５　法第４条に基づく措置の実施状況

（別表４）貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の数

〔債務者が中小企業者であって、当該中小企業者に対し他の金融機関も貸付債権を有する場合〕

（単位：件）

平成２１年
１２月末

平成２２年
３月末

平成２２年
６月末

平成２２年
９月末

平成２２年
１２月末

平成２３年
３月末

平成２３年
６月末

平成２３年
９月末

193 902

うち、実行に係る貸付債権の数 60 708

0 0

うち、謝絶に係る貸付債権の数 0 13

0 1

うち、審査中の貸付債権の数 131 154

うち、取下げに係る貸付債権の数 2 27

信用保証協会等による債務の保証を受けていなかった貸
付債権に係る債務者のうち他の金融機関に対しても法の施
行日以後に貸付けの条件の変更等の申込みが行われたこ
とを確認することができた者から、貸付けの条件の変更等の
申込みを受けた貸付債権の数

うち、信用保証協会が条件変更対応保証を応
諾する旨の判断を示した貸付債権の数

株式会社　群馬銀行

うち、他の金融機関により法の施行日以後に
なされた貸付けの条件の変更等の実行を認識
していた場合の貸付債権の額
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第６　法第５条に基づく措置の実施状況

（別表５）貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の額

〔債務者が住宅資金借入者である場合〕

（単位：百万円）

平成２１年
１２月末

平成２２年
３月末

平成２２年
６月末

平成２２年
９月末

平成２２年
１２月末

平成２３年
３月末

平成２３年
６月末

平成２３年
９月末

2,152 6,196

うち、実行に係る貸付債権の額 234 2,292

うち、謝絶に係る貸付債権の額 18 355

うち、審査中の貸付債権の額 1,756 2,339

うち、取下げに係る貸付債権の額 144 1,210

貸付けの条件の変更等の申込みを受けた
貸付債権の額

株式会社　群馬銀行
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第６　法第５条に基づく措置の実施状況

（別表６）貸付けの条件の変更等の申込みを受けた貸付債権の数

〔債務者が住宅資金借入者である場合〕

（単位：件）

平成２１年
１２月末

平成２２年
３月末

平成２２年
６月末

平成２２年
９月末

平成２２年
１２月末

平成２３年
３月末

平成２３年
６月末

平成２３年
９月末

169 505

うち、実行に係る貸付債権の数 15 187

うち、謝絶に係る貸付債権の数 1 32

うち、審査中の貸付債権の数 140 181

うち、取下げに係る貸付債権の数 13 105

貸付けの条件の変更等の申込みを受けた
貸付債権の数

株式会社　群馬銀行
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